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市あ扇きl(9月1日現在)人口10，721人(+3) 男子5，078人(+5) 女子5，閑人(-2) 世帯数3，502戸(一?)
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人
生
八
十
年
の
時
代
を
迎
え
た
現
代

の
長
寿
社
会
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
が

H

生
き
が
い
H

を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
、
積
極
的
に
社
会
参
加
し
て
い
く

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。
こ
こ
で
は

庁
生
き
が
い
づ
く
り
H

に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
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老
後
の
生J! いき

五夜
すド
ーをた

め

仕
事
や
趣
味
、
家
庭
な
ど
各
個

人
に
よ
り
生
き
が
い
を
見
い
だ
す

対
象
は
違
い
ま
す
。
要
は
自
分
が

打
ち
込
め
る
も
の
を
見
つ
け
、
心

に
張
り
を
持
た
せ
る
こ
と
が
だ
い

じ
で
す
。

で
は
、
生
き
が
い
守
つ
く
り
の
活

動
の
場
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

口
老
人
ク
ラ
ブ

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
者
が
自

ら
の
老
後
を
健
全
で
豊
か
な
も
の

に
す
る
た
め
に
活
動
す
る
自
主
的

な
組
織
で
す
。

現
在
、
川
内
町
に
ク
ラ
ブ
数
十

五
地
区
で
会
員
一
、
五

O
四
名
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

加
入
資
格
は
、
町
内
に
在
住
す

る
満
六
十
歳
以
上
の
方
な
ら
だ
れ

で
も
入
会
で
き
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

-
社
会
奉
仕
活
動

竹
ぼ
う
き
守
つ
く
り
、
地
域
美
化

清
掃
作
業
、
施
設
慰
問
、
し
め

飾
り
守
つ
く
り
な
ど

-
教
養
講
座
、
文
化
活
動

健
康
料
理
、
文
化
祭
・
白
寿
大

学
参
加
、
老
連
だ
よ
り
発
行
、
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童
謡
の
会
な
ど

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

ク
ロ
ッ
ケ

l
大
会
、
運
動
会
、

ラ
ジ
オ
体
操
な
ど

-
そ
の
他

三
世
代
交
流
会
、
三
町
交
歓
会

な
ど

こ
の
よ
う
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
は
、
社
会
奉
仕
活
動
、
生
き
が

い
や
つ
く
り
ゃ
健
康
守
つ
く
り
の
た
め

の
活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
も
老
人
ク

ラ
ブ
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
加
入
の

方
法
や
活
動
内
容
に

つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
地
区
の
老

人
ク
ラ
ブ
役
員
さ
ん

か
、
川
内
町
社
会
福

祉
協
議
会
内
老
人
ク

ラ
ブ
事
務
局
へ
。

宮

⑩

六

六

六

O

有
線
五
六

O
O

口
生
涯
学
習

中
央
公
民
館
に
は
、

白
寿
大
学
(
年
八
回

程
度
開
催
)
の
よ
う

に
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
学
級
や

一
般
の
方
対
象
の
各

種
講
座
(
英
会
話
教
室
、
お
し
ゃ

べ
り
講
座
な
ど
)
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
中
央
公
民
館
の
自
主

活
動
教
室
と
し
て
、
ヨ

l
ガ
、
男

性
料
理
教
室
の
ほ
か
文
化
協
会
会

員
に
よ
る
俳
句
、
川
柳
、
民
謡
、

三
昧
線
、
大
正
琴
、
歌
謡
、
吟
詠
、

舞
踊
、
手
編
、
手
芸
、
将
棋
、
囲

碁
、
陶
芸
、
書
道
、
茶
道
、
パ
ン

づ
く
り
、
写
真
、
コ
ー
ラ
ス
、
読

書
、
映
画
、
ち
ぎ
り
絵
、
俳
画
、

山
草
会
、
ビ
デ
オ
、
華
道
、
太
極

拳
な
ど
の
教
室
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
は
、
体
育
協

会
の
な
か
に
ク
ロ
ッ
ケ

l
部
を
は

じ
め
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー

ツ
部
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
分
に

合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
見
つ
け
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

入
会
手
続
な
ど
詳
し
く
は
、
川

内
町
教
育
委
員
会
(
含
⑮
四
七
二

一
、
有
線
五
九
一
こ
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ロ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
H

と
き
く
と
、

と
も
す
れ
ば
福
祉
活
動
に
限
定
し

て
考
え
が
ち
で
す
が
、
自
分
が
で

き
る
こ
と
を
社
会
に
還
元
す
る
活

動
、
例
え
ば
竹
ぼ
う
き
を
作
っ
て

学
校
な
ど
へ
贈
っ
た
り
、
陶
芸
、

書
道
、
絵
画
な
ど
の
指
導
を
し
た

り
す
る
こ
と
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
自
分

一
人
で
も
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
お
こ
な
っ

て
い
る
組
織
に
入
っ
て
、
そ
の
中
で

活
動
さ
れ
た
方
が
よ
り
広
が
っ
て

い
け
ま
す
し
、
ま
た
楽
し
み
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
川
内
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
連
絡
し
、
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
登
録
し
て
も
ら
う
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
盛
ん
で
す

の
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
す
る

の
も
方
法
で
す
。

口
そ
の
他

川
内
町
外
に
も
生
き
が
い
や
つ
く

り
の
活
動
の
場
あ
る
い
は
、
相
談 • 

窓
口
と
し
て
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

O
仕
事
・
就
職

松
山
市
若
草
町
八
|
一二

(
松
山

市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
内
)

松
山
市
高
年
齢
者
職
業
相
談
室

宮

⑫

二
一

七
一

※
高
年
齢
者
を
対
象
と
す
る
職

業
相
談
、
職
業
指
導
及
び
生

活
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す。

O
生
涯
学
習

松
山
市
上
野
町
甲
六
五

O
番
地

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

宮
⑩
一
一
一

一
一

※
教
養
コ

l
ス
、
ふ
る
さ
と
再

発
見
コ

l
ス
、
芸
術
文
化
コ
ー

ス
、
実
用
コ

l
ス
な
ど
。

O
な
ん
で
も
相
談

松
山
市
道
後
町
二
丁
目
九
番
十

四
号

愛
媛
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン

タ

ー

宮

⑮

O
八

O
八

※
生
活
全
般
に
わ
た
る

一
般
相

談
か
ら
法
律
、
年
金
、
保
健
、

医
療
と
い
っ
た
専
門
相
談
ま

で
お
年
寄
り
と
そ
の
家
族
が

抱
え
て
い
る
心
配
ご
と
や
悩

み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
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敬
老
の
日

さ
ん
百
歳
)
に
町
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
、
受
賞
者
代
表
謝
辞

の
あ
と
、
小

・
中
学
生
に
よ
る
敬

老
作
文
入
賞
作
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
が
、
会
場
で
は
、
目
を
細
め
、

う
な
づ
き
な
が
ら
聴
き
入
っ
て
い

る
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
北
方
西
老
人
ク
ラ
ブ

の
野
中
友
親
さ
ん
の
意
見
発
表
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
の
高

須
賀
秀
清
さ
ん
に
よ
る
大
会
宣
言
、

同
副
会
長
の
菅
野
勝
さ
ん
の
閉
会

の
こ
と
ば
で
式
典
を
終
了
し
ま
し

た。
今
年
は
、
戦
後
五
十
年
の
節
目

の
年
で
も
あ
り
、
会
場
と
な
っ
た

一
十
六
回
川
内
町
老
人
福
祉
大
会

1
み
ん
な
で
支
え
る
長
寿
の
よ
ろ
こ
び

1

第一

敬
老
の
日
の
九
月
十
五
日
、
第

二
十
六
回
川
内
町
老
人
福
祉
大
会

が
中
央
公
民
館
大
ホ

l
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
開
会
の
あ
と
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成

功
労
者
に
小
坂
の
渡
部
満
重
さ
ん

ほ
か
二
名
、
健
康
優
良
老
人
に
日

浦
の
近
藤
清
美
さ
ん
ほ
か
八
名
、

， 

三
世
代
優
良
家
族
に
日
浦
の
近
藤

好
敷
さ
ん
ほ
か
一
名
、
老
人
介
護

優
良
者
に
天
神
の
堀
内
敬
子
さ
ん

ほ
か
一
名
、
国
民
健
康
保
険
健
康

世
帯
二
十
六
世
帯
、
敬
老
作
文
優

秀
賞
入
賞
者
七
名
が
そ
れ
ぞ
れ
町

長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

よ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
支
部
役
員

と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
、

ク
ラ
ブ
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

十
七
名
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

?し

h
~

。
今
年
米
寿
(
八
十
八
歳
)

を
迎
え
ら
れ
た
三
十
九
名
に

県
知
事
か
ら
記
念
品
が
贈
ら

れ
、
金
婚
式
(
五
十
年
)
を

迎
え
ら
れ
た
二
十
組
の
方
々

と
数
え
年
百
歳
以
上
の
長
寿

者
(
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
の
中
村
イ

ワ
さ
ん
百
二
歳
、
三
軒
屋
の

渡
部
タ
カ
ヨ
さ
ん
百
一
歳
、

ガ
リ
ラ
ヤ
荘
の
白
戸
キ
ク
ヨ

中
央
公
民
館
で
は
、

一
階
ロ
ビ
ー
で

「
思
い
出
の
写
真
展
」
、
三
階
第
二
・

三
学
習
室
で
「戦
争
体
験
資
料
展
」

が
同
時
に
開
催
さ
れ
、
お
年
寄
り

は
昼
食
後
の
ひ
と
と
き
、
感
慨
深

げ
に
展
示
さ
れ
て
い
る
写
真
や
資

料
に
日
を
と
お
し
て
お
り
ま
し
た
。

昼
食
後
の
余
興
で
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
童
謡
の
会
の
童
話
メ
ド
レ
ー

と
日
本
舞
踊
の
優
雅
な
舞
い
が
あ

り
、
す
っ
か
り
堪
能
し
た
様
子
で

?
し

h
~

。
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東 方
「一 西

方

渡部タカヨ 99歳二軒屋中村イワ 100歳ガリフヤ荘

白戸キクヨ 98歳ガリラヤ荘 鷲野政子 98歳ガリラヤ荘

高須賀スミエ 97歳則之内 大横綱 福山 7 イ 97歳ガリラヤ荘

相原ムメ 97歳 吉 久 青里子麻衛 96歳ガリラヤ荘

高須矧 平 96歳竹之鼻 露口シゲル 96歳束中村

山根トラ 95歳ガリラヤ荘 菅 巻次郎 95歳曲里

菅野ミチエ 95歳 八 幡 横綱 三本勅滋 95歳保免

満 田タダ 95歳上 之 町

大 野 小 女 94歳則之内 佐々木リユ 94歳ガリフヤ荘

近藤 園 虞 94歳狩場 大関 渡部ハマヨ 94歳永野

業原冨士子 94歳道向 山 下数義 94歳横灘団地2区

村尾小秀 93歳横灘団地2区 甘井アサ 93歳井内中

佐 伯 勇三郎 93歳西 中 村 森 シカ子 93歳土砂

宇和川 穎 ~ 93歳ーヶ谷 φ 渡部イシ 93歳原

武智シカ 93歳 下f中屋 松本ミサヲ 93歳西古市

桐野キクノ 93歳ガリラヤ荘 福良英雄 93歳保免

佐伯ヨン 93歳宮 東
張出大関

高木助市 92歳 高 木

高須賀敦美 92歳竹之鼻 宇和川千代子 92歳永野

神野 渡 92歳天神 菅野政友 92歳八幡

近藤 スエ 子 92歳 ーケ谷 白 戸 専平 92歳和田丸

佐伯コウ 92歳 音 田 渡部シズエ 92歳中之町

花山夕方 92歳八 幡 古谷繁雄 92歳 中之町

坪 田 マ ツ ヨ 92歳ガリラヤ荘 近藤クマヨ 92歳日浦

近藤 敏 男 91歳ガリラヤ荘 青野→恵 91歳市場

甘井清務 91歳井内中 渡部要太郎 91歳井内下

渡 部 芳 光 91歳ガリラヤ荘 キ白 熊次郎 91歳西中村

池川正子 91歳宝泉 近藤ナミヨ 91歳ガリラヤ荘

桐岡ヨシミ 91歳ガリラヤ荘 渋谷キクエ 91歳横灘

渡部イシ 91歳保 免 関脇 菅野イクヨ 91歳 天 神

田{中 ヨシミ 91歳ガリラヤ荘 東 太市 91歳井内下

福良 雪 91歳保 免 渡部サワヨ 91歳惣田谷上

近藤クニヱ 91歳ガリラヤ荘 塚本 正 行 91歳ガリラヤ荘

林 力ツ 91歳市 場 佐伯シズ 91歳ガリラヤ荘

河 内 シヅエ 91歳ガリラヤ荘

梅崎ハズエ 90歳西古市 品須賀キク 90歳永野

田村庫五郎 90歳宮 西 石ノk タカノ 90歳保免

大石隆子 90歳西組 佐伯久義 90歳宮東

近藤 キ ク ヨ 90歳ガリラヤ荘 小結 武田喜夫 90歳茶堂

河端ヨシ 90歳宝泉 武田正子 90歳茶堂

近藤 テ ル ヨ 90歳音 田 渡部美佐雄 90歳 宝 泉

青野ヨシノ 90歳小坂

(平成7年9月11日現在)平成 7年川内町長寿番付

、

※十両86歳、前頭87~89歳は、紙面の都合で割愛させていただきます。
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〈
二
十
一
世
紀
の
日
本
を
考
え
る

基
礎
で
す
、
十
六
回
目
の
国
勢
調

査〉
十
月
一
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査

は
、
大
正
九
年
か
ら
五
年
ご
と
に

行
わ
れ
、
今
回
は
十
六
回
目
。
日
本

に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
方
が
対

象
と
な
り
、
今
回
は
全
国
で
約
一
億

二
五

O
O万
人
に
及
ぶ
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
あ
な
た
も
、

あ
な
た
の
ご
家
族
も
対
象
で
す
。

〈
簡
単
で
す
、
安
心
で
す
、
調
査

内
容
〉調

査
は
ま
ず
、
九
月
下
旬
か
ら

調
査
員
が
わ
宅
に
お
伺
い
し
、
世

帯
ご
と
に
調
書
雪
配
布
し
ま
す
。

調
査
の
項
目
は
全
部
で
十
七
。

すで円口の査調勢回
凹

10月1日(日)は、

ご
家
族
全
員
の
氏
名
、
出
生
の
年
目
的
は
、
わ
が
国
の
人
口
を
正
確

月
、
就
業
状
況
な
ど
で
す
。
旅
行
に
把
握
す
る
ほ
か
、
急
ピ
ッ
チ
で

な
ど
で
一
時
留
守
に
し
て
い
る
進
行
す
る
高
齢
化
、
国
際
化
の
状

方
、
長
期
滞
在
し
て
い
る
方
、
生
況
な
ど
、
世
帯
の
構
成
、
住
宅
の

ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
も
含
状
況
な
ど
、
日
本
の
現
在
の
姿
を

ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
ア
パ
ー
ト
な
正
確
に
知
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

ど
に
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
方
、
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府

下
宿
し
て
い
る
方
は
、
一
人
一
人
県

・
市
区
町
村
が
、
こ
れ
か
ら
の

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
記
入
し
て
い
行
政
を
考
え
て
い
く
大
切
な
資
料

た
だ
い
た
内
容
を
、
他
に
も
ら
し
と
な
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
さ

た
り
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
か
さ
れ
て
い

す
る
こ
と
は
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
き
ま
す
。
あ
な
た
が
ご
記
入
く
だ

れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
安
心
し
て
、
さ
っ
た
答
え
か
ら
作
ら
れ
る
統
計

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
調
査
票
は
後
が
み
ん
な
の
貴
重
な
財
産
と
な

日
、
調
査
員
が
集
め
に
伺
い
ま
す
。
り
、
ま
た
、
よ
り
快
適
で
住
み
よ

〈
暮
ら
し
に
活
か
さ
れ
ま
す
、
調
い
日
本
、
安
心
で
き
る
未
来
を
築

査

結

果

〉

く

た

め

の

道

し

る

べ

と

な

る

の

で

国
勢
調
査
は
、
法
律
に
基
づ
い
す
。
十
月
一
日
、
国
勢
調
査
に
、

て
国
が
行
う
調
査
で
す
。
調
査
の
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力

仰

を
お
願
い
い
た
し
ま
す

~ 

社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

ボランティア連絡協議会の活動
-給食ボランティア 月日 代表者 人員 内容

月日 代表者 人員 内容 7. 8 山本アツ子 15名 花の種まき

7. 7 水田 事呆 6名 給食サービス (39食) 7. 13 山本アツ子 14名 花植

7. 14 黒川七重 8 名 イシ (41食) 7. 27 山本アツ子 14名 花の植替

7. 21 渡部忠子 6名 イシ (43食) 8. 1 山本アツ子 12名 花の植替

7. 28 渡部二三子 5名 ク (42食) -ともしび会ボランティア

8. 4 水田 操 7 名 イシ (44食) 5. 2 近藤和子 1名 ガリラヤ荘シーツの修繕

8. 11 黒川七重 7名 ぞ少 (44食) 7. 4 丹 幸子 5名 ガリラヤ荘ゴミ袋作り外

8. 18 渡部忠子 6名 。 (47食) 7. 11 黒川七重 8 名 三恵ホーム お手イ云い

8. 25 渡部三三子 5名 イシ (47食) 8. 1 戒能千恵子 l 名 ガリラヤ荘わ手伝い

-介護ボランティア 8. 8 佐泊マサ子 6名 三恵ホーム清掃作業

8. 23 局石ミヤ子 2 名 敬老の家事業 8. 24 黒川七重 6 名 ガリラヤ荘枕作り

-婦人会ボランティア -母子福祉会ボランティア

6. 25 山本アツ子 56名 桜の木の手入 7. 7 佐伯ミドリ l 名 三恵ホーム車いすみがき

-花の会ボランティア -理容ボランティア

6. 29 山本アツ吐旦到型 8. 7 I渡部キミエ I8 名!ねたきり老人等の理容奉仕

5一



審
第
三
次
川
内
問
長
期
総
合
計
画
策
定
の
た
め
の

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告

① 

は
じ
め
に

川
内
町
で
は
、
平
成
七
年
度
で

基
本
計
画
期
聞
が
終
了
す
る
「
第

二
次
川
内
町
長
期
総
合
計
画
」
に

変
わ
り
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し

た
平
成
八
年
度
よ
り
始
ま
る

「第

三
次
川
内
町
長
期
総
合
計
画
」
を

策
定
中
で
す
。

今
年
八
月
に
実
施
い
た
し
ま
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
川
内
町

に
居
住
す
る
住
民
の
方
が
将
来
希

望
す
る
暮
ら
し
方
、
生
活
行
動
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ

l
ズ
、
発

展
方
向
な
ど
の
意
向
を
把
握
し
、

次
期
総
合
計
画
に
反
映
さ
せ
る
目

的
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

調
査
は
二
O
歳
以
上
の
住
民
の

方
一
三
六

O
人
を
無
作
為
抽
出
で

選
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
町
職
員
一

四
O
人
を
加
え
た
、
計
一
五

0
0

‘ 

人
を
対
象
に
郵
便
に
て
発
送
・
回

収
し
ま
し
た
。

回
収
の
結
果
は
、
八
六
七
人
の

方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
、
回
収

率
も
日
・
8
%
と
な
り
、
住
民
の

意
向
把
握
に
充
分
な
成
果
を
得
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

現
在
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

つ
い
て
集
計
を
お
こ
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
の
結
果
に
つ
き
ま

し
て
は
順
次
広
報
紙
面
を
利
用
し

て
住
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る

と
と
も
に
、
こ
う
し
た
貴
重
な
統
計

デ

1
タ
あ
る
い
は
ご
意
見
を
充
分

に
反
映
し
た
「
第
三
次
川
内
町
長

期
総
合
計
画
」
の
策
定
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
住
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
方
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

①
あ
な
た
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て

お
た
ず
ね
し
ま
す
。

-
全
体
の
回
収
率
は
訂
・
8
%
で

あ
り
、
不
明
を
除
く
性
別
の
回
収

率
は
男
日
・
7
%
、
女
日
・6
%
で

す
0・

回
収
率
の
高
い
年
代
は
、

目

l
乃
ι
戚
(
刊
・7
%
)
、

叩

l
九
歳
(
肝
・
1
%
)
、

ω
l
臼
歳
(
臼
・
5
%
)
で
あ
り
、

回
収
率
の
低
い
年
代
は
却
歳
未
満

が
羽
%
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す

0

.
回
収
率
の
高
い
地
域
は
、

井

内

(

刊

・0
%
)
、

河
之
内
(
叫
・
4
%
)
、

北

方

(

日

・5
%
)
で
す

0

.
居
住
歴
に
関
す
る
質
問
で
は
、

生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
川
内
町
在

住
の
方
は
お
・
0
%
で
あ
り
、
川
内

町
生
ま
れ
で
、
進
学
就
職
に
よ
っ

て
他
地
域
へ
出
た
後
U
タ
ー
ン
し

た
方
が
m
-
6
%
、
川
内
町
以
外
か

ら
転
入
さ
れ
た
方
が
お
・
4
%
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

・
職
業
に
関
す
る
聞
い
で
、
自
営

業
者
の
後
継
者
の
有
無
で
は
、
後

継
者
が
い
る
と
回
答
し
た
方
は
農

林
業
者
に
多
く
、
い
な
い
と
回
答

し
た
方
は
建
設
業
、
商
業
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

-
地
域
社
会
活
動
の
状
況
は
左
表

の
と
お
り
で
す
が
、
「
参
加
し
た

活
動
」
と

「今
後
参
加
し
た
い
活

動
」
を
比
較
す
る
と
、

「国
際
交

流
活
動
」

「
ま
ち
マ
つ
く
り
グ
ル
ー

プ
活
動
」
「
自
然
環
境
の
保
全
や

自
然
と
親
し
む
活
動
」
「地
域
の

文
化
財
・
史
跡

・
伝
統
芸
能
な
ど

の
保
存
活
動
」
「
生
涯
学
習
で
、

各
種
講
座

・
教
室
へ
の
参
加
」
が
、

今
後
増
加
す
る
活
動
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

6 

A B B/A 

参加した 今後参加した 今後参加したい附

活動(%) い活動(財) 参加した(%)

自然環境の保全や自然と親しむ活動 9.1% 25.5% 2.8 

道路 ・河川の清掃、草刈りなと守の環境美化活動 48.7% 30.8出 0.6 

農協 ・漁協 ・商工会などの経済団体の活動 9.5% 5.9% 0.6 

共同購入、食べ物の問題などの消費者活動 9.1拓 8.8% 1.0 

リサイクル活動(資源回収ゃ不用品の交換等) 20.6% 21.1% 1.0 

健康づくり 、保健 ・医療、衛生などの保健活動 14.6% 22.3% 1.5 

ボフンァィア活動(高齢者 障害者等) 7.3% 13.1% 1.8 

保育所幼稚園学校(PTA活動なりの行事 18.8% 10.3% 0.5 

生涯学習で、各種講座・教室への参加 10.2% 20.8% 2.0 

趣味・教養のグル←プ活動 14.4% 27.8% 1.9 

スポ ツ・レクリエーションなどのグループ活動 14.5百 17.3出 1.2 

地域の文化財・史跡・伝統芸能などの保存活動 3.9% 9.6% 2.5 

町内会青年団・婦人会・老人会などの地域活動 25.4% 18.5% 0.7 

子供会、スポ←ツチームの指導や世話などの活動 7.1% 4.3% 0.6 

盆踊りやまつ りなどの地域行事 19.9% 13.5% 0.7 

イベントの主催 ・協力 参加 8.8% 10.6% 1.2 

まちづくりグループ活動 2.4% 9.1% 3.8 

都市住民との交流活動 2.2出 3.9% 1.8 

国際交流活動 1.0% 6.4% 6.6 

そのf也 0.7% 0.3% 0.4 

不明 27.5% 28.3% 1.0 

~ 

L 
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②
川
内
町
の
現
状
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

【表
1
】
川
内
町
を
他
地
域
の
人
々

に
何
を
誇
り
と
し
て
紹
介
し
ま
す

4
M
 

*
「
住
み
や
す
い
自
然
環
境
」
と

「
滑
川
渓
谷
・
白
猪
之
滝
・
唐
岬

之
滝
・
雨
滝
・
山
根
ケ
崖
と
い
っ

た
景
勝
地
・
観
光
地
」
、
ま
た
「
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
あ
る
道
後
平

野
の
入
り
口
の
町
」
と
い
う
回
答

が
群
を
抜
い
て
お
り
ま
す
。

【表
2
}
川
内
町
の
現
状
に
対
す

る
満
足
度
を
お
答
え
下
さ
い
。

*
満
足
と
不
満
足
を
対
比
す
る

と
、
満
足
度
の
高
い
項
目
は
、
「
豊

か
な
自
然
環
境
」
「
美
し
い
田
園

景
観
」
「
住
み
慣
れ
た
愛
着
」
「
簡

易
水
道
」
な
ど
で
あ
り
、
反
対
に

不
満
足
度
の
高
い
項
目
は
、
「
レ

ジ
ャ
ー
施
設
」
「
下
水
道
」
「
ス
ポ
ー

ツ
施
設
」「
公
園
」
で
あ
り
、
下

水
道
に
つ
い
て
は
既
に
事
業
化
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
レ
ジ
ャ
ー

施
設
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
及
び
公
園

と
い
っ
た
都
市
施
設
の
不
足
を
指

摘
し
て
い
ま
す
。

. (単位:人)

300 10o 150 200 250 
決 ':;::::;~ ::::::::~:::::::::~:::::;:;:; . ;，;.-.-. ， . 点以日出持主主出会

表 1

住みやすい自然環境 292 

農山村部の美しい田園風景 70 

景勝・観光地 141 

桜の町*塩ヶ森など 44 

松山のベットタウ ン 48 

1 Cのある道後平野の入口 88 

特産物 。
各種行事*祭り 。
金毘羅街道の町並み 2 

歴史 。
充実した医療・福祉 35 

人々の人情 14 

その他 6 

わからない 48 

不 明 79 

表2

. 

~ 

100% 

明不

、、
、、

、、
ー、

80 

j簡不

60 

足j荷

O 

働く場所

道路

交通の便

簡易水道

下水道

ごみ処理

住宅・宅地

公園

商庖街

ショッピングセンタ一

生鮮食料品・物価

医療施設

高齢者福祉等

保育所

学校教育施設

文化・芸術

スポーツ施設

レジャー施設

公民館集会所

賑わいのある交流の場所

近所づきあい

住みなれた愛着

自然環境

田園景観

農林業

7 
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竹ぼうきづくり惨

8月11日、竹ぼうきづくりが老人憩

いの家で行われました。

老人クラブの皆さんの手慣れた作業

で次々と竹ぼうきができあが、り、でき

あがった竹ぼうきは各小中学校・官公

庁などに贈られました。

この竹ぼうきは、丈夫で長持ちと好

E平です。ありが、とうございます。

少年球技大会炉

8月20日、勤労者体育センターで少年球技

大会が開催されました。

今年は、男子のソフトボールが取りやめと

なり、男女混合のミニバレーボール大会とな

りました。

子どもたちのプレーもさることなカずら、応

援の大人たちのフィーパーぶりもたいへんな

ものでした。

試合結果は、以下のとおりです。

優勝西奇 A

準優勝 マジカル(南方東部)

第 3位東谷 A・西奇 B

tJメラレポート

‘親子天文教室
8月19日、塩ケ森ふるさと公園で親子

30名カf参加して、天文教室が開催されま

した。

日本天文学会特別会員の西岡千頭さん

から、夏の星座や星の説明を受けながら、

天体望遠鏡で木星など観察しました。

子どもの頃みた“満天の星"は、この

塩ケ森にはなく、街の灯が少々気になっ

た日でした。

-8-



町民大運動会中止

9月3日予定の町民運動会が開催直前の

大雨で中止となりました。

水の浮いたグランドでは、飛び入りのパフォー

マンスショーがあり、楽しませてもらいました。

~ 

a‘ 
第20回愛媛県消防操法地区大会砂

9月3日、重信町で愛媛県消防操法地区(松山・

北条・温泉)大会が行われました。

川内町からも自動車ポンプの部に、本部機械班、

小型ポンプの部に第 3分団 1班が参加しました。

雨のため、コンディションは最悪でしたが、参

加者は、ものともせず、操法技術を披露しました。

9一

11メラレポート

‘敬老の家事業
8月23日、敬老の家事業が福祉館で

開催されました。

町内の70歳以上の独居老人41名とガ

リラヤ荘の入所者19名が参加して、人

形劇「ほっかむり兵六」を観賞。

その後、懇親会が聞かれ、昼食をと

りながら、しば‘し語らい懇親を深めま

した。

』 ~ 

• 
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みんなの広場 一一一一一

わが家①愛ド/乙
満 1j場を迎えられる赤ちゃんの写真とコメントを募集しま

す。コメン卜には名前、住所、生年月日、両親の名前、赤ち

ゃんを紹介する簡単な言葉をそえて誕生日の前月末までに役

場総務課広報係まで‘送ってください。

(東中村) (惣田谷下)

みき とあ、る

曽我部 美紀ちゃん 高橋 貫 く ん

( 9月3日生) ( 9月10日生)

父:節美母:朋子 父:幸男母:百合子

なんでも、ゆっくりのんびり

歯もまだ 2本の美紀ちやんだ 笑顔のいいとおるくん。

けといんだよ。大器晩成!? 元気でのびのびと
お兄ちゃん、お姉ちゃんに

もまれてたくましく育ってね
育ってね。

虫 雀散 ァド虫 天 垂F
十5各蕎麦

ろえ
dAキ主の の 高 イt てくj鳥 志え

音 て 主同L え の J¥、

す や 白 長ロ 1t. lま て
包 た 鷺 る 縁 身を

友
ま 君千 め 一 iQ:. 7 占さ家
オ1 tl ら i3星3 か す L 、
て 司、 ひ 径 き と tt 

貫主を iえさ
瀬高 す落 井く 高や 和子 高し

楠 喜麦り与回り 藤め ノれ 須蕎麦 回は 須め
山 さ 風 ロけ

李花花の 枝喜寿 四やは
賀清 ちと度の

千春稲ぬ 幸照 の呂
治の

ー宿 史 江ろ 子花

お Eト 宿の 夜も
隣 オL
J¥  チミ す
四 る 方、

覧 山 ら
4ぇ の てさ島え
や 畑
虫 や 、、個' 

~の ;ι 蕎麦 .] 、ほ
川夜 川 倉し

の tt 
虫周 1]<.花静波 り
主会 手主 虫

(竹之量)
あきか

高須 安沙加ちゃん

( 9月17日生)

父:健= 母:弘子

お姉ちゃんとおタ卜で

遊ぶのが大好きよ/

九 JII 
月

肉仔リ
..6.. 
"A  

鯛 吟EJiコ、

選
社
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句
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山仇

，i
・

幅

e.‘件、
a

，aA明

会
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事
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d
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弘
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i
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S
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と
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d
R'
$
s
，bA
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--aReAιま
す
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毒
草

会
hg

や
6
‘rhwT9

歌
仙

寒

椿
戒
能
多
喜
捌

寒
椿
燃
へ
て
旅
愁
の
胸
焦
が
す
戒
能
多
喜

汽
笛
ひ
と
声
消
え
し
凍
空
小
倉
静
波

こ
っ
そ
り
と
近
寄
る
猫
を
抱
き
上
げ
て

宮
内
竹
仙

今

届

き

た

る

句

集

絡

く

多

野

も

里

も

普

く

照

ら

す

望

の

月

波

こ

こ

ら

あ

た

り

は

芋

が

豊

作

仙

伝

統

の

継

獅

子

競

ふ

在

祭

多

結
ひ
あ
げ
髪
の
匂
ふ
娘
ら
池
川
鯛
谷

そ
の
中
の

一
人
が
殊
に
見
初
め
ら
れ池

川
水
穏

不

動

産

屋

の

チ

ラ

シ

ぺ

た

べ

た

波

功

罪

の

多

き

御

仁

も

身

罷

り

し

仙

裏

献

金

は

や

ま

ぬ

政

界

多

池
の
固
に
涼
し
き
月
の
ぽ
っ
か
り
と
水

帽

棋

を

捕

っ

て

ひ

弱

児

に

や

る

谷

ま

た

し

て

も

八

犬

伝

を

買

ひ

求

め

波

き
り
り
と

結

ぶ

振

り

鉢

巻

仙

花
吹
雪
画
布
い
っ
ぱ
い
に
描
き
上
げ
多

蝶

の

舞

ひ

ゐ

る

菜

畑

の

昼

水

山

深

き

村

を

尋

ね

て

蕨

刈

り

谷

無

住

の

寺

に

古

し

吊

鐘

波

足
腰
の
遥
動
に
よ
き
ク
ロ
ッ
ケ

I

仙

マ
ス
ク
外
せ
ば
ナ
ウ
い
ド
ク
タ
ー

多

枝
先
に
光
と
遊
ぶ
三
十
三
才

水

夫

の

留

守

を

い

つ

も

出

歩

き

谷

い
さ
さ
か
の
酒
が
も
た
ら
す
恋
狂
ひ
波

心

許

し

て

博

多

帯

解

く

仙

集

団

で

日

本

に

来

て

は

稼

ぐ

拘

摸

多

巨

万

の

富

を

誇

る

豪

邸

水

お

月

見

に

お

向

ひ

さ

ん

も

お

隣

も

谷

釣

天

狗

等

の

太

き

秋

鯵

波

故
郷
の
島
も
案
山
子
の
コ
ン
ク
ー
ル

流
言
飛
言
が
起
す
パ
ニ
ッ
ク

安
売
り
の
衣
料
・
食
料
買
ひ
込
ん
で

お
灸
据
へ
合
ふ
裏
の
御
隠
居

見
渡
せ
ば
此
処
も
彼
処
も
花
盛
り

茶
摘
み
の
唄
が
聞
こ
ゆ
長
閑
さ

i皮仙谷水多仙

カ
ワ
セ
ミ
の
神
技
必
殺
ダ
イ
ビ
ン

グ

近

藤

十

歩

ゐ

•••••••• ••••••• ••• 
，
 柳
も

づ

く

吟

社

j
八
月
例
会
喜
撰
亭
選
j

冷
汗
の
向
追
い
電
話
切
る
迭
さ

田

中

若

拳

例
外
を
突
っ
張
り
返
す
の
も
勇
気

高
岡
紫
温

名
人
の
技
水
仙
の
花
が
咲
き

佐
々
木
胡
舟

平
く
か
ら
眠
気
を
さ
ま
す
夏
の
埠

今

井

清

水

瓢
箪
か
ら
駒
を
出
し
た
い
親
ば
か

り

田

島

夢

琉

名
人
を
真
似
て
猫
で
も
彫
っ
て
み

る

都

築

登

貴

子

親
子
競
走
父
ち
ゃ
ん
本
気
で
え
っ

て

る

山

本

ひ

ろ

さ

こ
れ
だ
け
は
例
外
で
す
と
念
押
さ

れ

渡

部

佐

久

良

早
変
わ
り
す
る
よ
う
汗
の
服
を
ぬ

ぐ

平

岡

深

舟

優
秀
作
に
入
選

川
内
連
句
会
(
八
名
)
の
歌
仙

「寒
椿
」
が
第
十
三
回
連
句
協
会

賞
の
優
秀
作
に
入
選
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
連
句
作

品
二

O
O余
り
の
投
稿
の
中
か
ら
、

五
巻
が
入
選
(
う
ち
愛
媛
県
は
川

内
連
句
会
を
含
め

二
巻
入
選
)
し
、

六
月
二
十
五
日
、

東
京
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

川
内
連
句
会
か

ら
は
、
代
表
の
戒

能
多
喜
江
さ
ん
が

上
京
、
表
彰
式
に

出
席
し
、
上
の
写

真
の
賞
状
と
副
賞

の
伝
達
を
受
け
ま

し
た
っ全

国
表
彰
さ
れ

た
作
品

「寒
椿
」

を
こ
こ
に
ご
紹
介

し
ま
す
。

例
外
な
事
無
く
返
さ
た
今
日
の
幸

篠
森
美
登
里

手
平
さ
が
小
さ
な
ミ
ス
を
包
み
込

み

山

本

紫

芳

野
菜
作
り
の
名
人
臼
く
土
作
り

高
瀬
喜
抑
併
を
マ

下さい

なもお気軽富でにと
① 影

館第書室中央民
軍古空時十分古

十月例青

-
よ



柳
生
博
さ
ん
の

講
演
か
ら

去
る
八
月
二
十
三
日
「
魚
の
住

め
る
川
に
戻
そ
う
」
と
題
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
県
民
文
化
会
館

で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
基
調
講
演
が
、
あ
の

俳
優
の
柳
生
博
さ
ん
だ
っ
た
の
で

す
。
聴
き
逃
さ
な
い
よ
う
に
と
前

の
方
に
席
を
取
り
ま
し
た
。

「
ぼ
く
は
子
供
が
生
ま
れ
る
と

知
っ
た
時
、
ど
ん
な
子
育
て
を
し

た
ら
い
い
か
、
悩
み
ま
し
た
よ
と
、

あ
の
甘
い
温
か
み
の
あ
る
心
地
よ

い
芦
が
流
れ
は
じ
め
ま
し
た
。• 

そ
う
し
て
、
育
児
書
を
あ
れ
こ

れ
と
買
っ
て
来
て
読
ま
れ
た
そ
う

で
す
。
勿
論
奥
さ
ん
と
ご
一
緒
に
。

す
る
と
、
読
め
ば
読
む
程
、
分
か

ら
な
く
な
り
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味

に
な
ら
れ
た
と
か
・
・
・
。

そ
の
時
、
奥
さ
ん
と
こ
ん
な
会

話
を
な
さ
っ
た
そ
う
で
す
d

「
君
は
、
俺
を
愛
し
て
い
る
か
。
」

「
え
え
、
愛
し
て
い
ま
す
。
」

「
俺
も
君
を
愛
し
て
い
る
。
で
は
、

こ
ん
な
育
児
書
で
は
な
く
、
君
が

育
っ
た
よ
う
な
、
俺
が
育
っ
た
よ

う
な
子
育
て
を
し
よ
う
よ
と
言
っ

て
、
買
っ
て
来
て
い
た
沢
山
の
育

児
書
を
全
部
、
燃
や
し
て
し
ま
っ

た
そ
う
で
す
。

そ
の
よ
う
に
、
責
任
を
持
っ
て

生
ま
れ
て
来
ら
れ
る
お
子
さ
ん
を

待
ち
か
ま
え
て
お
ら
れ
た
の
で

す
。
「
す
ご
い
。
皆
に
知
ら
せ
な

く
っ
ち
ゃ
あ
」
と
、
拍
手
を
贈
り

た
く
な
り
ま
し
た
。

柳
生
十
兵
衛
の
子
孫
で
あ
る
博

さ
ん
は
、
と
て
も
厳
し
く
育
て
ら

れ
た
そ
う
で
す
。
特
に
、
他
人
と

比
べ
る
事
は
最
大
の
貧
し
い
心
で

あ
る
と
、
怖
い
お
じ
い
様
か
ら
蝶

け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

他
人
と
比
べ
る
の
で
は
な
く
、

.. 

樹
と
相
談
し
な
さ
い
。
自
分
の
樹

を
み
つ
け
て
、
樹
に
だ
っ
こ
し
な

さ
い
:
・
と
。
大
き
な
樹
の
幹
に
、

か
か
と
、
お
尻
、
後
頭
部
を
付
け
、

手
を
広
げ
て
樹
に
ぴ
っ
た
り
と
付

け
て
長
ら
く
空
を
見
つ
め
て
い
る

の
で
す
。
す
る
と
脳
細
胞
に
刺
激

が
あ
り
、
自
分
の
考
え
が
、
情
報

が
得
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

育
児
書
に
あ
る

一
般
論
で
結
論

付
け
る
も
の
で
な
く
、
他
家
と
比

べ
ず
自
分
の
論
で
「
俺
の
よ
う
な

お
前
の
よ
う
な
子
に
育
て
よ
う
」

と
結
論
付
け
る
と
、
気
分
が
ら
く

に
な
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

小
川
が
あ
っ
て
、
土
が
あ
っ
て
、

自
然
が
あ
っ
て
:
・
そ
こ
で
遊
ば
せ

な
が
ら
の
子
育
て
が
、
今
は
出
来

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
価

格
の
よ
い
カ
ラ
マ
ツ
や
ヒ
ノ
キ
、

杉
な
ど
を
、
ど
ん
ど
ん
植
え
て

行
っ
た
か
ら
自
然
が
壊
れ
、
虫
が

い
な
く
な
り
、
川
に
魚
が
住
め
な

く
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

杉
林
と
雑
木
林
が
、
う
ま
い
具

合
に
つ
き
合
っ
て
い
た
頃
が
、
魚

も
い
て
、
人
間
と
自
然
と
の
調
和

が
と
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
川
の

魚
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雑

木
林
の
落
ち
た
葉
っ
ぱ
が
、
堆
肥

と
な
り
、
田
畑
を
肥
え
た
土
に
し

て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。

柳
生
さ
ん
は
、
山
梨
県
八
ヶ
岳

の
山
麓
に
居
を
構
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
ら
れ
ま
す
。
子
供
さ
ん
と
ご

一
緒
に
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
・
栗
・

栖
・
ジ
ヤ
ガ
な
ど
の
雑
木
を
六
千

三
百
本
も
植
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
柳
生
さ
ん
は
、
お
孫
さ

ん
が
誕
生
な
さ
る
よ
う
に
な
り
、

「
果
し
て
教
養
の
あ
る
い
い
お
じ

い
ち
ゃ
ん
に
な
れ
る
だ
ろ
う
か
」

と
心
配
に
な
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

私
達
は
、
孫
が
生
ま
れ
る
喜
び
に

ひ
た
る
ば
か
り
。

「
ど
ん
な
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
な
れ
ば
い
い
か
」
な

ど
と
、
考
え
た
で
し
ょ
う
か
・
:
。

八
ヶ
岳
の
山
麓
で
、
木
の
名
前

や
諸
々
を
教
え
、
落
ち
葉
に
寝
こ

ろ
が
っ
て
、
お
孫
さ
ん
と
語
り

合
っ
て
い
る
満
足
げ
な
柳
生
さ
ん

の
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

「
日
本
は
世
界
に
冠
た
る
植
物
王

国
で
す
。
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

人
間
と
自
然
と
が
仲
良
く
暮
ら

す
生
活
を
実
践
し
て
お
ら
れ
る
羨

ま
し
い
お
話
で
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、

紙
面
の
都
合
で
油
の
処
理
に
つ
い

て
の
み
紹
介
し
ま
す
。

， 

に排っ く油の処理〉
な水け昨・食用油の処理方法

るにホ日
様 気ツ
工をと小
夫配し川
しりまで
に、しシ
γきたジ
、，中、 0 三

会い生員・油のつ いた食器の処理方法

i な活を|阜 L三豆土竺空二 紙などで油を除いてから洗う

九 水雑 見出I三五云云示

あなたの家の方法にOをつけましょう

釘一 価 v由の処理方法 O 

よ ごみを
使い切る

し、 f乍らない

ごみに
有効利用

埋める、堆肥にする
しない 石っけんにする

わ 有効利用ではない 油処理剤を使う
る 処理方法 ゴ ミに出す、燃やす
し、 ごみになる

してはいけない
そのまま流しに流す

処理方法

12-' 

ボ
カ
シ
作
り
・
勉
強
会

十
月
二
十
九
日
同
午
後
二
時
よ
り

ナ
イ
ロ
ン
袋
を

一
枚
ご
持
参
下

さ
い
。
健
康
食
ケ

l
ル
の
作
り
方

や
料
理
法
を
勉
強
し
ま
す
。

尚
、
こ
の
時
石
け
ん
と
ボ
カ
シ

の
販
売
も
致
し
ま
す
。

川
内
町
婦
人
会

l
lー

~ 



. 

同和教育

み
ん
な
の
幸
せ
を

願
っ
て

町
民
意
識
調
査
よ
り

先
月
号
で
は
意
識
調
査
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
方
法
で
実
施
し
た

か
、
と
意
識
調
査
の
問
1
、
問
2

に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

今
月
号
は
間
3
、
間
4
に
つ
い

て
と

一
町
民
か
ら
ょ
せ
ら
れ
た
声

を
お
届
け
し
ま
す
。

問
3

あ
な
た
が
、
同
和
教
育
に
つ

い
て
、
は
じ
め
て
知
っ
た
き
っ
か

け
は
、
次
の
ど
れ
で
す
か
。

6 5 4 3 2 1 
そ

受研五受講や五 義産事
業学校 達講友 家族ヵ、σ〉

他 。コ
授 勺

ヨ王
八

代霊
→~ 己 ロ 九 口 E宝章

寸己 五 "" 代霊
口 五 口 プ守 八

宜 Eヨ 四 *' 宝
王 代

ペ= = 寸国 プ-

己 口 プて
E九ヨ
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口 口 五 矛先ミ プて

八. 五. 
矛先ず Eヨ 堕

言十
ロ 八 ロ

"" 豆三

結
果
の
考
察

川
同
和
問
題
を
知
っ
た
き
っ
か
け

そ
の
2

は
、
「
家
族
か
ら
」
が
四
三
%

で
も
っ
と
も
多
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
同
和
教
育
に
お
い
て
は

家
庭
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か

し
二
O
歳
代
で
は
、
一

一
%
で

残
り
の
大
多
数
(
八
一
一
一
%
)
は

学
校
の
授
業
が
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
る
。

凶
四
O
歳
以
上
で
は
、
家
族
や
近

所

・
友
達
を
き
っ
か
け
に
知
っ

た
人
の
割
合
が
高
く
七
O
%
を

超
え
て
い
る
。
五
O
歳
代
で
は
換

地
区
別
懇
談
会
等
で
知
っ
た
人

が
一
O
%
を
超
え
て
お
り
、
他

の
年
代
よ
り
も
多
い
。
こ
れ
は

現
在
川
内
町
で
行
わ
れ
て
い
る

地
区
別
懇
談
会
の
多
く
が
、
各

行
政
区
の
常
会
の
後
で
、
そ
の

ま
ま
引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
て

い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

問
4

同
和
地
区
の
起
源
に
つ
い

て
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
っ

て
い
ま
す
か
。

一
つ
だ
け
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

6 5 
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σ〉
他

七九 It霊
己 己 己 九 ロ

ヨ豆 ヨ豆
八 代言

五 五 己 五

ヨ王 "" 
八 ロ 百七 代署

七 プて 口 区ヨ 口

プ守 八 己 *' I't霊
ロ 四

プ匂 ヨ プて 大
六

宝章プ匂 口 八 ヨ三 八

プ勺 五 五 八
主

言「
/、 口 八 口

結
果
の
考
察

山
同
和
地
区
の
起
源
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
て
い
る
人
は
、
全

体
の
七
二
%
で
あ
る
。

凶
二
O
歳
代
で
は
九
七
%
の
人
が

「
同
和
地
区
が
江
戸
時
代
に
政

治
的
に
つ
く
ら
れ
た
」
こ
と
を

理
解
し
て
い
る
が
、
年
代
が
上

が
る
に
つ
れ
て
そ
の
割
合
は
下

が
り
、
六
O
歳
以
上
で
は
六

四
%
で
あ
る
。
ま
た
男
性
で
は

八
四
%
で
あ
る
が
、
女
性
は
六

七
%
で
あ
る
。

間
「
宗
教
が
違
う
た
め
」
と
答
え

た
人
は
、
男
性
よ
り
も
女
性
に

多
く
、
年
代
別
で
は
五
O
歳
代

以
上
で
一
O
%
を
超
し
て
い
る
。

州
地
区
の
起
源
に
つ
い
て
正
し
い

理
解
が
な
け
れ
ば
、
同
和
問
題

の
真
の
解
決
は
困
難
で
あ
る
。

間
違
っ
た
認
識
が
偏
見
を
生

む
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
偏
見

を
な
く
す
た
め
に
は
、
同
和
教

育
の
一
一
層
の
徹
底
を
は
か
り
、

正
し
い
理
解
を
促
進
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

次
号
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
問
5
か

ら
と
し
ま
す
。

次
に
町
民
の
方
か
ら
意
識
調
査

の
自
由
記
述
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見

感
想
を
二
題
掲
載
し
ま
す
。

女
差
別
を
な
く
す
る
た
め
に
正
し

い
知
識
を
女

同
和
問
題
(
部
落
差
別
)
等
、

啓
発
活
動
や
学
習
会
の
お
陰
で
昔

ほ
ど
言
わ
な
く
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
の
若
い
人
た
ち
の
代
に
は
、

差
別
は
無
く
な
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
機
会
あ
る
ご
と

に
、
啓
発
活
動
や
学
習
会
を
続
け

て
頂
き
、
多
く
の
人
達
の
参
加
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う

す
れ
ば
考
え
の
固
い
人
も
少
し
ず

つ
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

女
心
の
中
の
差
別
を
な
く
す
る
た

め
に
女

そ
っ
と
し
て
お
け
ば
な
く
な
る

と
い
う
意
見
も
あ
ち
こ
ち
で
聞
か

れ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
差
別
の
実

際
を
知
ら
な
い
人
達
で
、
差
別
さ

れ
て
い
る
人
達
の
心
の
痛
み
は
、

そ
う
い
う
人
達
に
は
、
絶
対
に
わ

か
ら
な
い
と
思
う
。
こ
う
い
う
差

別
は
、
お
よ
そ
い
わ
れ
の
な
い
も

の
な
の
に
、
ま
こ
と
し
な
や
か
に

親
か
ら
子
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
く

も
の
で
あ
る
。
小
さ
な
時
に
親
か

ら
植
え
付
け
ら
れ
た
意
識
は
、
割

と
根
強
く
心
の
底
に
残
る
も
の
で

ふ
と
し
た
時
に
出
て
く
る
も
の
な

の
だ
。
そ
れ
は
理
屈
抜
き
の
感
情

の
部
分
に
巣
く
う
も
の
な
の
で
、

取
り
除
く
の
が
と
て
も
や
っ
か

い
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
、
だ
か
ら

親
の
世
代
は
も
ち
ろ
ん
子
供
が
小

さ
い
う
ち
か
ら
正
し
く
教
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。
そ
う
い

う
教
育
を
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

い
つ
か
、
同
和
教
育
が
本
当
の
意

味
で
い
ら
な
く
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

以
上
お
二
人
の
ご
意
見

・
感
想

は
差
別
に
対
す
る
怒
り
や
、
差
別

解
消
へ
の
積
極
的
な
姿
勢
を
表
し

具
体
的
な
取
り
組
み
の
方
向
を
提

言
し
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。
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国
民
年
金

国
民
年
金
制
度

推
進
月
間
に
つ
い
て

日
月
及
び
日
月
は
、
「
国
民
年

金
制
度
推
進
月
間
」
で
す
。
期
間

中
は
、
県
・
社
会
保
険
事
務
所
・

市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
、
住
民

の
皆
様
に
国
民
年
金
制
度
に
対
す

る
理
解
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
県
下
各
地
で
広
報
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
人

口
の
高
齢
化
が
加
速
を
続
け
る
現

在
、
若
い
世
代
か
ら
公
的
年
金
に

加
入
し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は 圃圃園田園田・圃

安
心
し
て
第
二
の
人
生
を
過
ご
す

た
め
、
ま
た
充
実
し
た
老
後
を
お

く
る
た
め
の
所
得
保
障
で
す
。

す
べ
て
の
国
民
に
共
通
の
「
基

礎
年
金
」
の
支
給
を
行
い
、
公
的

年
金
制
度
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る

の
が
国
民
年
金
制
度
で
す
。

し
か
し
、
国
民
年
金
制
度
が
自

分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
家
族
や

周
囲
の
人
、
さ
ら
に
は
次
代
の
人

達
の
た
め
に
助
け
合
っ
て
行
く
年

金
制
度
で
あ
る
こ
と
が
、
ま
だ
ま

だ
理
解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
は
、

国
民
年
金
の
仕
組
み
ゃ
内
容
の
理

解
と
と
も
に
、
国
民
年
金
が
老
後

の
所
得
保
障
だ
け
で
な
く
、
障
害

ま
た
は
死
亡
に
よ
り
所
得
の
損
失

の
あ
っ
た
若
年
層
・
中
高
年
層
に

対
し
て
も
年
金
を
支
給
し
て
安
定

し
た
生
活
を
維
持
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
正
し

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

月
間
中
に
街
角
で
「
国
民
年
金
」

の
文
字
を
見
か
け
た
ら
、
ご
家
族
、

お
友
達
同
士
で
国
民
年
金
に
つ
い

て
、
今
一
度
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
役
場
年
金
係
、
ま
た

は
松
山
東
保
険
事
務
所
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

国

保

退
職
者
医
療
制
度

会
社
や
役
場
な
ど
に
勤
め
て
退

職
し
、
現
在
、
国
保
に
加
入
し
て

い
て
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な

ど
か
ら
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
叩

歳
未
満
の
人
と
そ
の
扶
養
家
族
は

ノ
退
職
者
医
療
制
度
H

で
診
療
を

う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

口
対
象
と
な
る
人

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
。

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け

て
い
な
い
。

③
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

な
ど
の
被
用
者
年
金
の
老
齢

年
金
を
受
け
て
い
る
。
ま
た

は
、
通
算
老
齢
年
金
を
受
け

て
い
る
人
で
、
被
用
者
年
金

の
み
の
加
入
期
聞
が
初
年
以

上
か
的
歳
以
後
の
加
入
期
間

が
叩
年
以
上
で
あ
る
人

口
対
象
と
な
る
扶
養
家
族

退
職
被
保
険
者
本
人
と
同
居

し
、
退
職
被
保
険
者
の
収
入
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
家

族
(
配
偶
者
、

3
親
等
内
の
親
族
、

ま
た
は
配
偶
者
の
父
母
と
子
。
た

だ
し
、
国
保
の
加
入
者
で
、
老
人

保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い

こ
と
)

口
退
職
者
医
療
制
度
の
給
付

O
退
職
被
保
険
者
本
人

医
療
費
の
剖
%

O
扶
養
家
族

外
来
:
:
:
医
療
費
の
叩
%

入
院
:
:
:
医
療
費
の
剖
%

募

集
一

v
国
立
波
方
海
員
学
校

学

生

募

集

口
学
校
の
目
的

内
航
船
舶
の
船
舶
職
員
(
船

長
・
航
海
士
・
機
関
長
・
機
関

士
)
の
養
成

口
修
業
年
限

2
年

口
募
集
人
員

専
修
科
約
別
名

口
入
学
資
格

高
等
学
校
卒
業
又
は
高
卒
同
等

資
格
以
上
の
者

口
出
願
期
間

推薦・・・・
・・・・・
日
月
1
日
か
ら

日
月
2
日
ま
で

一
般
入
試
:
・
日
月
1
日
か
ら

日
月
初
日
ま
で

口
問
い
合
わ
せ
先

詳
細
に
つ
い
て
は
、
波
方
海
員

学
校
教
務
課
(
含

O
八
九
八
@
九

六
回

O
)
ま
で
。

-14-

パ
ソ
コ
ン
技
術

v
講
習
会
受
講
生

募
集

口
対
象

就
業
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目

パ
ソ
コ
ン
(
職
能
協
会
3
級
程

度
)

口
日
時

日
月
8
日
制
か
ら
ロ
月
ロ
日
幽

ま
で
の
聞
の
白
日
(
士
、
日
曜

日
及
び
祝
祭
日
を
除
く
)

9
時

加
分
か
ら
日
時
叩
分
ま
で

‘' 



~ 、

口
会
場

松
山
市
久
米
窪
田
町
=
一三
七
一

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
愛
媛

口
定
員

・
受
講
料

却
名
・
無
料
(
教
材
費
一
部
自

己
負
担
)

口
申
込
日

日
月
日
日
開
、
ロ
日

ω

口
申
込
方
法

印
鑑
持
参
の
う
え
、
松
山
市
山

越
町
四
五

O
番
地
愛
媛
県
女
性

職
業
セ
ン
タ
ー
(
宮
@
一
一
一
一

O

一
)
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

v 
講経
習理
会事
受務

空言
募ち
集技

術

口
対
象

就
業
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目

経
理
事
務
(
簿
記
検
定
2
級
)

口
日
時

日
月
日
日
開
か
ら
1
月
ロ
日
幽

ま
で
の
聞
の
白
日
(
土
、
日
曜

日
及
び
祝
祭
日
を
除
く
)

9
時

叩
分
か
ら
日
時
加
分
ま
で

口
会
場

松
山
市
山
越
町
四
五

O
番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
申
込
締
切

叩
月
幻
日
幽

口
定
員

・
受
講
料
・
申
込
方
法

パ
ソ
コ
ン
技
術
講
習
会
に
同
じ

あ
な
た
が
撮
っ
た
「
四
国

V
の
自
然
・
文
化
遺
産
」
の

ビ
デ
オ
、
写
真
募
集

口
募
集
作
品

写
真
作
品
、
ビ
デ
オ
作
品

口
テ
l
マ

あ
な
た
が
幻
世
紀
に
残
し
た
い

四
国
の
「
自
然
」
と
「
文
化
遺
産
」

た
だ
し
、
伝
統
芸
能
、
祭
事

な
ど
の
作
品
は
、
今
回
対
象
外

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
を
/

口
募
集
期
間

平
成
7
年
8
月
中
旬
か
ら
平
成

8
年
1
月
中
旬

口
応
募
資
格

一
切
の
制
限
な
し

口
発
表

平
成
8
年
3
月
上
旬
に

N
H
K

の
放
送
で
発
表
(
応
募
者
全
員

に
結
果
を
通
知
し
ま
す
)

口
問
い
合
わ
せ
先

N
H
K松
山
放
送
局
(
宮
@
一

一一

一
)
「
四
国
の
自
然

・
文

化
遺
産
」
係

一日
週
間
月
間
一

.... 
用 10
促 月
進は
月ヨ
問屋
L-十

で齢
す者

雇

高
齢
社
会
の
到
来
を
迎
え
る
中

で
、
豊
か
で
活
力
の
あ
る
社
会
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
高
年

齢
者
が
そ
の
豊
か
な
経
験

・
能
力

等
を
活
か
せ
る
よ
う
な
、
日
歳
ま

で
の
継
続
雇
用
に
ご
協
力
く
だ
さ

、ν【
問
い
合
わ
せ
先
}

ハロ
l
ワ
l
ク
松
山
(
松
山
公

共
職
業
安
定
所
)合

@
一

O
一
O

v 
用 10
促月
進は
月「
聞労
巴 働

で保
す険

適

労
働
省
で
は
、
叩
月
を
「
労
働

保
険
適
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、

全
国
的
に
労
働
保
険
の
未
加
入
事

業
場
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
お
早
め
に
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

{
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
労
働
基
準
監
督
署

公

@
五
八
一
一

松
山
公
共
職
業
安
定
所

合
@
一

O
一
O

川
月
は
「
中
小
企
業
勤
労
者

V
財
産
形
成
制
度
普
及
促
進

月
間
」
で
す

勤
労
者
財
産
形
成
促
進
制
度

は
、
勤
労
者
の
貯
蓄
や
持
家
取
得

と
い
っ
た
計
画
的
な
財
産
づ
く
り

を
、
国
や
事
業
主
が
援
助
、
協
力

し
よ
う
と
す
る
制
度
で
す
。
利
子

等
が
非
課
税
と
な
っ
た
り
、
低
利

で
大
型
の
融
資
が
受
け
ら
れ
る
な

ど
、
勤
労
者
の
財
産
づ
く
り
に
大

変
有
利
な
制
度
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

雇
用
促
進
事
業
団
愛
媛
雇
用
促

進
セ
ン
タ
ー
(
会
@
六
六
七
七
) • 

そ、
fu 
じ
で
す
力、

v
最
低
賃
金
改
正

愛
媛
県
労
働
基
準
局
で
は
、
県

内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
る
「
愛
媛
県
最
低
賃
金
」

を
改
正
し
日
月
1
日
か
ら
実
施
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
よ
り
叩
月
1
日
以

降
労
働
者
に
支
払
う
賃
金
は
、
一

日
四
、
四
八
六
円
(
一
時
間
五
六

三
円
)
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

v
技
能
検
定
(
後
期
)

口
受
検
申
請
受
付

叩
月
2
日
叩
!
日
月
日
日
幽

口
問
い
合
わ
せ
先

検
定
職
種
、
試
験
日
程
、
受
検

手
数
料
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
並
び
に
、
受
検
案

内
、
申
請
書
の
請
求
は
、

松
山
市
三
番
町
四
l
一

oー一

愛
媛
県
職
業
能
力
開
発
協
会

告
⑪
五
八
八
五

に
υ



s “最新の介護機器について"
-日時 10月3日(火)

午後 1: 30~3:00 (集合1:00) 

・場所在宅介護支援センター

(ガリラヤ荘)

(健康センターより送迎あり)

・講師在宅介護支援センタ一職員

“JII内の秋を歩いてみよう/
-日 時 10月25日(水)

午後1:30~3:00 

-場所健康センター

-講師 愛媛十全医療学院附属病院

理学療法士 中川仁志先生

愛媛大学医学部

制公開講座
京女性の晩婚化と妊娠・出産。

産婦人科教授 松浦俊平

郁子育て支援 家庭と社会の関わり一

臨床看護学教授 後藤幸子

、こどもの時代からの成人病予防か

-日時

・場 所

・受講料

・募集人員

・受付期間

・申込先

小児科教授 貴田嘉一

10月22日(日) 13:30ー 16:30

愛媛県医師会館

3，700円
40人

9月20日一10月11日

愛媛大学医学部学務課第一学務係
宮⑪5111

喧しゃべり講座パ-~L!J

タラウスと
語るう

() I[内町在住のドイツ人)

-日時 ~O 月 6 日(金)午後 7 時30分~

・場所中央公民館第|会議室

・受講料無料

・演 題 「ドイツの家庭・日本の家庭」

・問い合わせ先 川内町教育委員会 fi66-4721 冊目11

社会福祉施設

(iO体験講習会

-日時 10月28日(土)9 :30 ~ 

・場 所三恵ホーム

・参加対象者 小学生(4、5、6年生L
中学生とその保護者

・参加定員親子 5組

・参加費用 無料

・参加申し込み 10月20日までに愛媛県

福祉人材センターへお

申し込みください。

・問い合わせ先愛媛県社会福祉協議会内

愛媛県福祉人材センタ

宮⑪5344

FAX⑪3398 

n
h
u
 



文化祭
文化講演会
「サンコンのとっておき

アフリカ話」

~日本の家族、

アフリカの家方矢~

文化祭

素人のど自慢大会

出場者募集グ

川月 10日(金)

午後 7時30介~

時-日

川内町中央公民館大ホール

600円 (取り扱いは、教育委員会と文化協

会加盟国体)

川内町教育委員会内文化協会事務局

fi'66-4721 (有線)591 1 

-問い合わせ先

11月11日出午後 7時開演

川内町中央公民館

川内町内在住者または勤務

する者(以前に最優秀賞受

賞者はご遠慮ください)

20名以内(申し込み多数の

場合は抽選)

10月20日まで

歌謡曲

川内町教育委員会内

文化協会事務局

ft66-4721 有線)5911

-日時

・会 場

・出場資格

場

-聴講券

-会-募集人員

-募集締切

・ジャンル

・申 込先
問い合わ
せ先

v
d
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催
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と
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ろ

も
よ
お
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11月25日出 10:00-17:00 

26日(日 9:00-15 :30 

県民文化会館、県農業試験場跡地

ふるさと産物展、パノラマ展、技

術・アイディア展、ふるさと感謝

の広場、えひめの食と文化展、ふ

るさと市コーナ一、ちび、っこ広場

協賛展

時

-会場

・主な行事

-日

'9鍬の花フェスティJ~)lノ
10月|日(日 9:00-16:00

10月2日(月 9:00 -15 :00 

愛媛県花き総合指導センター

花き展、趣味園芸展、フラワーデ

ザイン展、いけばな展、押し花展

ハーブ展、花の種プレゼン卜、ポ

ッ卜苗プレゼント、花と緑の相談

コーナ一、フラワーオークション

園芸バザール、ふるさと市コーナ

一、バザー、どてかぼちゃ展ほか

時

-会場

・主な行事

-日

円
/



O O O 者
徳休 茶復 西加 の八加川

之 異動 月 入内

吉止 堂帰 側入 はZ者町

次高放 異有の動線

r子王存i生司， 上 株 と の放
岡 西ヨ お送 お送

二ス 五 之 シ リ電知電
五ミ

八O栄治
四側フ で話

五ロ 九O倉庫 ジ
す加ら話

五 。入せの

10月予防接種計画表

予防接種名 さ穣 (ジ7子'J7・確臨同百日咳)混合予防築後 ポリオ生ワクチン投与 麻疹(はしか)予防接種

平成 7年10月5日(木) (l回目対象者〉 平成 7年10月12日(木)

午後2時-3時 平成 7年10月11日(水)午後2時一 3時 午後3時一 3時30分
接種目時

(2回目対象者}

平成 7年10月13日(金)午後2時一 3時

接種場所 健康センタ ー2階集団検診室 健康センター 2階集団検診室 健康センター 2階集団検診室

生後12カ月一90カ月で l期初回を 3回及 生後3カ月 -90カ月で、 2回服用してい 生後18カ月一90カ月で麻疹にかかってい

ぴ 1年後の l期追加を受けていない者。 ない者。 ない者。

なお、 百日咳にかかったことのはっきり 服用間隔は 6週間以上あけますので10月 すでにMMR (麻疹・風疹・おたふくか
対象者

している場合は 2種(ジフテリア・破傷 に2固の服用はできません。 ぜ)の混合ワクチンを接種している方は

風)混合で実施できますので受付で申し 下痢をしている場合は次回にしてくださ 接種の必要はありません。

出て下さい。 し、。

-当日は、会場で体温を計ります。 当日は、会場で体温を計ります。 当日は、会場で体温を計ります。

注意事項
-予防接種を受けますと 1週間は他の予 予防接種を受けますと 1カ月は他の予 -予防接種を受けますと 1カ月は他の予

防接種を受けることができません。 防接種を受けることができません。 防接種を受けることができません。

-当日の入浴は差しっかえあ りません。 -当日の入浴は差しっかえありません。 -当日の入浴は差しっかえありません。

持参品 -母子健康手帳、体温計 -母子健康手帳、体温計 -母子健康手帳、体温計

備 考
ご不明な点がありましたら、健康センタ一保健婦までお問い合わせ下さい。

健康センター 電話 66-2191 (有線)5833 

1.毛えるごみ
10月ごみ収集計画表清掃センター

電話 66-4989 

有線 3130 

収集曜日 収 集 地 域 収集日又は収集変更日

月・木 東谷・西谷(井内を除く)

毎 土谷・滑川 ・天神・鳥の子 ・ 横 灘 団 地 変更なし

木

ー・ーーー・ 4 ・・--・ー---・-------------ーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

井内

火・金 北方・南方 10月 10日(火)を
--明'司・ーーーーー圃-- ーーーー・・・・・・・ー・-------

火 奥松瀬川 10月 11日(水)に収集

週 水・土 前松瀬川(鳥の子を除く)
変更なし

町筋(天神を除く)

2.ちえかし、ごみ

リ又 集 地 域 ガフス・空ピン類 空き無等金物類 有 資源ごみ・粗大ごみ

東省・西奇(井内を除く)
10月 9日(月) 10月 23日(月) 10月収集日なし

天神・鳥の子・横灘団地

北 方・ 南方 ・奥松瀬川 10月 13日(金) 10月 24日(火) (次回収集日)

前松瀬)11(鳥 の子を除く)
10月 14日(土) 10月 25日(水)

有資源ごみ・・・・・.11月

町筋(天神を除く) 粗大ごみ・・・・.....12月

井内・土釜・滑川 10月 12日(木) 10月 26日(木)

Oごみを出す 時聞を守って きれいな集積場。

oo --



10月 健康センターだより

3日(火) Iいきいき健戻講座 一一憂有午後 1:00-3:00 在宅介護支援

「最新の介護機器について」 センター(ガリラヤ荘)

三種混合予防接種 受付午後 2:00-3:00 健康センター

食生活改善推進員教育事業 午前 9:30-午後 1:00 健康センター

ポリオ生ワクチン投与 受付午後 2:00-3:00 健康センタ ー

1歳6ヵ月児、3歳児健康診査受付午後 1:00-2・00 健康センター

麻疹予防接種 受付午後 3:00-3:30 健康センター

ポリオ生ワクチン投与 受付午後 2:00-3:00 健康センタ ー

前立腺検診 受付午後 2:00-3:00 健康センター

前立腺検診 受付午後 2:00-3:00 健康センター

こころの健康相談 受付午後1:30-4:00 健康センター

いきいき健康講座 午後1:30-3:00 健康センター

「川内の秋を歩いてみようノ」 及びその周辺

26日(木) I胃がん検診 受付午前 8:00-9:30 健康センター

大腸、子宮、乳、甲状腺がん検診受付午前 8:00-10・00 健康センタ -

27日(金) I育児相談 受付午前 9:00-10:00 健康センター

育児学級 受付午後1:00-2:00 健康センタ -
t字通百幡町!不雨天fl扇子一一一一一一一一一一一一一一一平面長記ごiぷ00 雇扇石手ダ二

野犬買い上げ ク

毎週水磯日|健康相談 午前 9:00-12:00 健康センター

母子健康手帳交付

機能回復訓練 午後1:00-3:00 ガリラヤ荘

当若手医 | 

10月 181 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 告 64-2411

8 H I西村内科 重信町志津川 fi64-2461 

10日|中川病院 松山市南梅本町 fi76-7811 

15日 |愛媛十全医療学院附属病院川内町南方 fi66-5011 

22日 |宮内病院 松山市北梅本町 fi75-0091 

29日 i辻井循環器科、内科 重信町田窪 fi64-00l3 

5日(木)

6日(金)

11日(水)

12臼(木)

13日(金)

17日(火)

18日(水)

20日(会)

25日(オ。

(問い合わせ先) 健康センター

救急病院案内

ft66-2191 有線 5833

ft64-5632 (テレホンサービス)
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く雪量二〉

各尚

西谷口

“時の広場"

介わうち
ーら

幻
想
的
な

光
の
時
計

バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
、
西

谷
口
が
広
々
と
モ
ダ
ン
に
生
ま
れ

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
桃
太
郎
の
絵

物
語
り
に
な
っ
て
い
る
陸
橋
、
シ
ヤ

レ
た
街
灯
、
広
々
と
し
た
歩
道
な

ど
地
域
に
調
和
し
た
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

特
に
歩
道
部
分
を
広
げ
、
時
計

を
埋
め
込
ん
だ

H

時
の
広
場
H

は、

夜
に
な
る
と
時
計
が
点
灯
し
、
昼

間
と
は
違
う
幻
想
的
な
所
に
な
り

ま
す
。
時
の
表
示
は
、
針
で
は
な

く
、
赤
色
灯
の
点
灯
数
(
時
間
)
と
、

黄
緑
色
灯
の
点
灯
数
(
分
)
で
表
わ

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

H

時
の
広
場
々
に
は
、

石
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
四
体
あ
り
、
四

季
の
花
(
春
は
サ
ク
ラ
、
夏
は
ア

ジ
サ
イ
、
秋
は
モ
ミ
ジ
、
冬
は
ス

イ
セ
ン
)
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
オ
ブ
ジ
ェ
も
夜
に
な
る
と
点

灯
し
、
描
か
れ
た
花
が
う
き
出
て

見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の

H

時
の
広
場
H

は
、
造
り

手
の
創
意
と
工
夫
が
感
じ
ら
れ
る

所
で
す
。

ズ (葛の花)
Pueraria lobαtα 

野の花

ク

• 

秋の七草の一つ。繁殖力旺盛なつる植物。

大和の国楢(くず)の人が根からとれる澱粉を売り歩いた

ため“クス"と日乎I;fれるようになったという。

ハ
u

qノ臼

奥松瀬川の本谷川沿に上流へと向かう。水越の

入口を越え、人家が途切れてなお奥へゆくと、ク

ス、が河原一面覆っているところへ出た。
おっこんとう

“葛根湯"“くずもち"“くずきり"“くず湯"な

ど薬用、食用として知られるクズですが、大きな

葉やつるで、河川を覆い隠す姿は、ただのやっか

いな草に見える O その旺盛な繁殖力のつるや大き

な葉のかげに隠れ、時折り吹く風に見えかくれす

るクズの花は、つるや葉のたくましさとは対照的

につつましく美しい花です。


